
第5章　地域防災指導訓練

5-2　簡易な救助

ア　倒壊したブロック塀等からの救助等

て͜のݪཧをར༻して伱間をͭくり、ڬまれている人
の௧Έを࿨ら͛ます。࣋ ち্͛てできたۭ間が่れな
いΑ͏に֯ࡐ、మパイϓ౳でิ強します。

1

●❶てこを利用した救助

౗յϒϩックはյれやすいので、て͜のࢧ఺には࢖༻
しないでԼさい。2

࣋ち্͛るߴさは救助に必要࠷খݶのߴさとします。3

救出にあたっては、੠をかけながらߦい、ෆ༻ҙに引
きͣり出したりͤͣ、৻ॏにߦいます。4
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●❷ジャッキを利用した救助

1 伱間がある৔߹は、δϟッΩをར༻して࣋ち্͛ます。
ิ強༻に֯ࡐ౳の当て໦も༻ҙします。

2 救助者に安心ײを༩えるため੠ֻけをߦいます。ま
た、周囲の人に੠をかけ、応ԉをٻめましΐ͏。

3 ࣋ち্͛てできたۭ間が่れないΑ͏に֯ࡐ౳でิ
強します。

࣋ち্͛るߴさは救出に必要な࠷খݶのߴさとし、่
れ๷ࢭに஫ҙします。4

5 救出にあたっては、੠をかけながらߦい、ෆ༻ҙに引
きͣり出したりͤͣ、৻ॏにߦいます。
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第5章　地域防災指導訓練

5-3　応急手当

ア　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法

救命処置の流れ

周囲の安全確認

電気ショック1回

助けを呼ぶ
（119番通報とAEDの手配）

AED到着
電源を入れる。電極パッドを装着する。

救急隊に引き継ぐか何らかの応答や目的のある仕草が出現するか普段どおりの呼吸をしはじめるまで続ける

心肺蘇生（胸骨圧迫30回と人工呼吸2回を繰り返す。）
・胸骨圧迫
胸骨圧迫は十分な強さ（すくなくとも5cm沈むまで）、
十分な速さ（すくなくとも100回／分のテンポ）、
絶え間なく、圧迫の解除は胸がしっかり戻るまで
・気道確保と人工呼吸

ただちに胸骨圧迫と
人工呼吸を再開
5サイクル（2分間）

傷病者の訴えを聞き
必要な応急手当

反応なし
反応あり

している
していない

必要あり 必要なし

回復体位にして
様子を見守る

反応を確認する

普段どおりの呼吸を
しているか？

処置 観察

心電図の解析
電気ショックは必要か？
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要救助者のݞをୟきながら੠をֻけます。1

反応がなかったら、େ੠で助けをٻめ、119番通報と
AEDൖૹをґཔします。2

胸とෲ෦のಈきを見て普段通りの呼吸をしているか
10ඵҎ಺で確認します。3

普段通りの呼吸がなかったらすぐに胸骨圧迫を30回
います。4ߦ

胸骨圧迫のޙ、人工呼吸を2回ߦいます。5

胸骨圧迫と人工呼吸2回を繰り返してߦいます。6

●❶ＡＥＤを用いた心肺蘇生法

AEDが到着したら、まͣ電源を入れます。7

Ի੠Ψイドにैって、パッドを胸に装着し、ίωク
λʔを઀続します。8
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第5章　地域防災指導訓練

電気ショックの必要ੑはAEDが൑அします。心電図
解析தは傷病者に৮れてはいけまͤΜ。9

୭も傷病者に৮れていない͜とを確認したら఺໓し
ているショックϘλンをԡします。10

AEDのԻ੠ϝッηʔδにैい、胸骨圧迫30回と人工
呼吸2回を繰り返してߦいます。11

খࣇの胸骨圧迫の位置は、胸のਅΜதで、੒人の৔߹
とಉじ要ྖです。12

ೕࣇの胸骨圧迫の位置は、྆ ೕ಄෦を݁ぶઢと胸骨
とがަࠩする෦分Αり、গし଍ଆの෦分です。2ࢦຊで
圧迫します。
AEDは、খࣇ༻電極パッドを࢖༻し、電極パッドにը
でඪࣔされている通りの位置にしっかりとష෇けます。

13

※注意点
①人工呼吸を行うときは、傷病者の口や鼻に直接触れないようポケットマスクや簡易型の人工呼吸用マス
ク（一方弁付呼気吹き込み用具）等の感染防護具を使用する。

②傷病者の口周囲に出血が認められるときなど、人工呼吸がためらわれる場合には、人工呼吸は行わず
に胸骨圧迫だけを行うようにすること。

③実際に人工呼吸を行った場合は、必ずうがいをすること。
④救助者が一人しかおらず、周りに協力者のいない場合は、まず119番通報し、近くにAEDがある場合は
AEDを取りに行く。
⑤救助者が二人以上いる場合は、1～2分を目安に交代し、胸骨圧迫を絶え間なく続けることが重要である。
⑥複数の救助者がいる場合は、心肺蘇生と119番通報、AEDの搬送などを分担し、同時並行で行うこと
が望まれる。
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⑦心肺蘇生を中止するのは、下記のとおり
・心肺蘇生を続けているうちに傷病者がうめき声を出したり、普段どおりの呼吸をし始めた場合。
・救急隊に心肺蘇生を引き継いだとき（救急隊が到着しても中止せず、指示に従う）。
⑧傷病者の胸が汗や水で濡れている場合は、タオル等で拭き取ってから貼る。
⑨胸部に貼り薬がある場合は剥がして、薬剤を拭き取ってから貼る。
⑩ペースメーカーや埋め込み型除細動器がある場合は、皮膚の出っ張っている場所を避けて貼る。
⑪未就学児（おおよそ6歳まで）には、小児用電極パッドを使用する。AEDに小児用電極パッドがない場
合は、やむを得ず成人用電極パッドを代用する。
⑫成人には、小児用電極パッドは使用しない。
⑬除細動実施後は、AEDのメッセージに従って行動する。
⑭救急隊が到着して引き継ぐまでは、電極パッドは剥がさず、AEDの電源も入れたままにしておく。
⑮救急隊が到着したら、傷病者の倒れていた状況、実施した応急手当、AEDによる除細動の実施回数
等を伝える。

イ　止血法

๏とは、出݂している෦分を݂ࢭຊは圧迫です。௚઀圧迫جの݂ࢭ
ਗ਼ܿなΨʔθや෍で強くԡさえるํ๏です。ย手で圧迫しても݂ࢭ
できない࣌は、྆ 手で圧迫したり、体ॏをかけて圧迫し、݂ࢭをߦ
います。

1

●❶直接圧迫止血法

ಈ຺ੑの出݂がܹしく続いている࣌にΨʔθやแଳ
を४උする間、Ұ࣌的に݂ࢭ͏ߦのํ๏です。なお、
௕࣌間圧迫を続けると、ർれてきて確࣮な݂ࢭをߦ
͏͜とが೉しくなるので必ͣแଳ౳を࢖って௚઀圧
迫݂ࢭをߦいます。

1

ʦ上腕の止血ʧ࿬のԼのதԝをย手か྆手で、ؔݞ
અに޲かって圧迫します。2

ʦ前腕の止血ʧ্ ࿹のதԝ෦಺ଆを਌ࢦかଞのࢦ�
で্࿹骨に޲かって圧迫します。3

●❷間接圧迫止血法
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第5章　地域防災指導訓練

ʦ指の止血ʧࢦの྆ଆを਌ࢦと人ࢦしࢦで骨に޲かっ
て圧迫します。4

ʦ手の止血ʧ手टの෇けࠜをย手で強くѲり、圧迫し
ます。5

ʦ下肢の止血ʧވの෇けࠜに、͜ ぶしか手の෇けࠜを
当て、体ॏをかけて圧迫します。6

※注意点
①傷病者を止血する際は、直接血液に触れないようにすること。直接血液に触れると感染する危険があ
り、止血法による処置の際は、ゴム手袋やビニール手袋などを着用する。

②飛び散る血液が、身体に付着しないように注意し手当を行う。
③手当を行ったときには、必ず流水等により十分に手洗いを行う。
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ウ　三角巾を用いた応急手当

ఈ、はし、ลと呼͹れまج、の֤෦位は、௖఺ۊ֯ࡾ
す。1 をંりたたΜだもので、圧迫แଳのଞにも、૑ۊ֯ࡾ

傷のඃ෴แଳ、ݻఆแଳなどに޿く׆༻できます。2

●❶たたみ三角巾の作り方
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第5章　地域防災指導訓練

ʦ額（前頭部）の包帯ʧඑの্に、ീͭંたたΈۊ֯ࡾのԼ
の෦分がかかるΑ͏に当てます。たたΈۊ֯ࡾでద౓に圧
迫しながら྆୺をޙΖに回し、֎ޙ಄ོىのԼでަࠩさͤ
ます。ަ ࠩさͤた྆୺をߋにલํにまΘして、傷ޱをආけた
位置で݁ͼます。

ʦ頭部の包帯ʧീͭંたたΈۊ֯ࡾのதԝ෦をӈ手で࣋ち、
、に当てޱ手で15cm位の෯を保って࣋ち、಄௖෦の傷ࠨ
ద౓にுりながら、反ରଆにまΘします。྆ ୺をଆ಄෦で
ަࠩさͤ、Ұ୺をֹから反ରのଆ಄෦΁、ଞのҰ୺は֎ޙ
಄ོىのԼを通して反ରのଆ಄෦΁まΘします。྆ ୺をଆ
಄෦のたたΈۊ֯ࡾの্で݁ͼます。

●❷包帯法
ʦ膝部（肘部）の包帯ʧ࢛ ͭંたたΈۊ֯ࡾのதԝ෦をක
の֎ଆに当てます。྆ ୺をකの಺ଆでަࠩさͤます。කの
಺ଆで݁ͼます。

ʦ骨折の固定ʧۊ֯ࡾは、骨ં෦のݻఆにも࢖༻できます

ʦ前腕部の包帯ʧീͭંたたΈۊ֯ࡾのおΑͦ3分の1のॴを
傷ޱの্にࣼめに当てます。ۊ֯ࡾをద౓に圧迫しながら্
࿹に޲かってרき্͛、྆ ୺を݁ͼます。
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エ　搬送法

1人が୲Սのԣでけが人のঢ়ଶに஫ҙする必要があ
るため、ݪଇとして3人Ұ૊でൖૹします。ˎ11

けが人に࠷もෛ୲のかからない࢟੎でൖૹします。2

ൖૹ࣌はඋえ෇けのϕルτでݻఆします。3

ฏ஍でのൖૹは、けが人の଍ઌをલにして୲Սがਫ
ฏになるΑ͏にします。4

֊段やࣼ໘をҠಈするときは、ӡ͹れている人の಄が
্になるΑ͏にし、ਫฏに੩かにӡͼます。5

ൖૹでาき出すときは、લの人がࠨ଍から、ޙΖの人
はӈ଍から౿Έ出し、า෯はখさめにする͜とで、୲
ՍのΏれを๷ぐ͜とができます。

6

●❶担架を活用した搬送法

ˎ̍�୲Սを࣋ち্͛るときは、ࠊをམとして࣋ち্͛ないとࠊを௧め
るので஫ҙが必要です。
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第5章　地域防災指導訓練

ໟ෍1ຕと໿2mのৎ෉な๮（෺ׯし؄౳）2ຊを
います。1࢖

ໟ෍を͛޿て3分の1のと͜Ζに๮を置きます。2

๮をแむΑ͏にໟ෍をંり返します。3

ંり返されたໟ෍の୺にも͏1ຊの๮を置き、ͦ の๮
をંりࠐむΑ͏に࢒りのໟ෍をંり返します。4

●❷毛布と棒を利用した応急担架

্着やτϨʔφʔなどをཪ返しにしてକを๮に通し、গしͣͭॏͶて、すきまなくฒ΂ます。લあΘͤの্着などは、必ͣϘ
λンをかけておきます。1

●❸服と棒を利用した応急担架
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